
⽇本農業遺産とは？

• ⽇本農業遺産とは
• 我が国において重要かつ伝統的な農林⽔
産業を営む地域（農林⽔産業システム）
を

• 農林⽔産⼤⾂が認定する制度です。
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⽇本農業遺産認定地域 １６県 ２２地 ２



世界農業遺産認定地域
22ヶ国62地域、日本では11地域が認定され
ています（令和2年6月現在）。
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⽇本農業遺産の認定基準
1 食料及び生計の保障：農林漁業が地域の人々の生活を支え、経済を豊かに
していること。

2 農業生物多様性：農林漁業を営むことによって重要な生物多様性（固有種
や希少種）が保たれていること

3 地域の伝統的な知識システム：伝統的な知識や独創的な技術、自然資源の
管理システムを維持していること

4 文化、価値観及び社会組織：農林漁業に関連した地域特有の文化があり、
地域資源の管理や食糧生産に関連する社会的な組織があること

5 ランドスケープ及びシースケープの特徴：長い間、人と自然のかかわりに
よって保たれ、発展し、緩やかに進化してきた陸や海の景観を有すること

６ 変化に対する回復力：自然災害の影響を受けても、回復できる力を持ってい
ること

７ 多様な主体の参加：農業者だけでなく、多様な人材の参加により農林水産
業システムを維持し継承していること

８ ６次産業化の推進：農林漁業を基盤とした製造・加工業や観光業の発展に
より、農業遺産システムが保持できていること
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• 水はけのいい扇状地と言われる土壌は、果樹栽培には適しており、ブド
ウ、モモ、スモモ、オウトウ、カキなどの多品目の果樹栽培が普及し、既
に江戸時代には果樹の産地として「甲斐八珍果」などで知られていまし
た。
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• 中でもブドウは、平安時代から栽培されていたとも言われ、湿潤で降水量の多い日
本の気候に適応するため、約400年前に「甲斐の徳本」によって棚に枝を這わせる
「棚式栽培」という独自の技術が考案され、現在その技術は日本各地に普及してい
ます。
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• こうした果樹の歴史を背景に、品種の育成や選抜が行わ
れ、我が国最古のブドウ品種である「甲州」をはじめ、現在
では300品種を超える多様な遺伝資源が受け継がれてい
ます。
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果樹農業は、ワイン醸造などの果実加工や観
光果実園とともに発展しています。
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本格的な日本ワイン醸
造の歴史は、日本で初
めて設立した大日本山
梨葡萄酒会社が峡東地
域・勝沼の二人の青年を、
葡萄酒会社が明治１０年
（1877）にフランスに派遣
したことから始まります。

当時、高野（右）は２５歳、
土屋（左）は１９歳でした。
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土屋龍憲と高野正誠

⽇本ワインの幕開
け
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■扇状地が作り出す四季折々に変化する農村景観
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